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■配置図

■東側外観

安全面に配慮した警報機

バリアフリーに配慮したスロープ安全面に配慮した側溝・枡蓋

視認性の高い名称サイン安全・視認性に配慮した
歩行者通路・車いす駐車場

視認性の高いサイン類

緊急車両出入口（救急）

緊急車両出入口（消防）

利用者駐車場

職員駐車場

緊急車両出入口

緊
急
車
両
出
入
口

県道

国道

（将来工事）

歩道

歩道

歩
行
者
通
路

目立ちやすい色・分かりやすい

位置に配置

点字・英語を併記

大きな文字で敷地角地の交差点

に向けて配置(視認性の向上）

英語の併記

敷地外と建物入口を結ぶ誘導ブロッ

クの延長線上に車いす駐車場を整備

女性の靴や､杖等のつまづき事故

防止に配慮

敷地内スロープ1/15以下

緊急車両の出入り口には警報機

を設け、歩道の通行者の安全面

に配慮

細目グレーチング

出口まで横断歩道の表示と誘導ブロック（黄色）

を敷設

スリット(細溝)型

枡蓋：

側溝：

施設概要

本施設は、近年急速に都市化が進んでいる岡山市西部地区において市民の安全な暮らしを

支えるために整備された消防拠点施設です。

このため、大規模地震発生時においても施設を補修することなく迅速かつ初動対応が行え

るよう免震構造建物となっております。

同時に開かれた行政を目指し、消防の日常が伝わる計画としています。

アトリウム:パブリック・スペースとして中心的な空間

誰でも立ち寄りやすく、日常の消防活動を間近で感じられる体

験型開放空間

建物入口
受付

アトリウム

防滑性塗床材
色替

分かりやすく広く開かれた入口 親しみやすさの表現として透明ガラ

スとルーバー（横格子・縦格子）で

構成すると共に、デザインに「赤」

を取り入れることで、一見して消防

署と分かる外観としました。

岡山西消防署・
消防防災センター

（高輝度比）

ポスターケース 敷地案内板

名
称
サ
イ
ン

敷
地
案
内
等

警報機

警報機

地域のランドマークとして軽くフレン

ドリーな、消防署の新たなイメージを

打出しました。



■3F平面図(アトリウム部分）

■2F平面図(アトリウム部分）

■1F平面図

■4F平面図(アトリウム部分）

吹抜

吹抜

吹抜

吹抜

吹抜

吹抜

職員通路
通信指令室

職員待機室

職員待機室

防災展示ホール

研修室

職員待機室

事務室

消防車庫 救急車庫

職員待機室

EV

EV

EV

EV

防火衣服倉庫

受
付

階段

階段

階段

階段

多目的ＷＣ

男子ＷＣ

女子ＷＣ

男子ＷＣ

女子ＷＣ

多目的ＷＣ

男子ＷＣ

女子ＷＣ

多目的ＷＣ

倉庫

（将来工事）

視聴覚コーナー
（将来工事）

女子ＷＣ

多目的ＷＣ

男子ＷＣ

多目的シート

跳上式手摺

L型手摺

車椅子対応
洗面台

ベビーチェア

緊急呼出

オストメイトパック(1F設置)

多目的WC
引き戸、段差なし

ピクトサイン

誰にでもわかりやすい
ピクトサインを採用
案内板中に同一デザイ
ンのピクト表記

便器(2･4F左利き､1･3F右利き)

多目的WC（各階共通）

使いやすい手荷物用の棚

各階に設け､段差無しのゆとりのある広さを
確保

総合案内板

ｶﾞﾗｽ(消防車見学)

凹凸表示

横桟により衝突防止

英語併記

建物入口に配置
大きいＩＮＦＯＭＥＴＩＯＮの
白抜文字で、どちら側から来ら
れても分かりやすいよう配慮

ピクト表示

電光掲示板

受付

自動ドア、
段差なし

夜間呼出ドアホン

2段手摺

点字表示
ｻｲﾝ+点字表示

階段･受付

一般受付

一般受付

車椅子用受付

受付カウンター前ではΦ1.5mの車椅子が回
転できる空間をとり､蹴込みを設置

受付カウンター

各階案内表示

凹凸表示

ＥＶの扉が開くと目の前に階案内があらわれ
る位置に計画
合せてガラス衝突防止に配慮

フロア案内板

（各階共通）

受付は来館者に分かりや
すく､また管理者が敷地を
一望できる位置に計画

EV（各階共通）

ＥＶ

内部

内部も手摺･鏡等を設置し車
いすの方に対応

点字表示
英語併記

N

誘
導
ブ
ロ
ッ
ク

受付

アトリウム(一般利用に対する開放ブロック）

アトリウム(一般利用に対する開放ブロック）


